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（
質
問
の 

一
）

答

弁

第

一

号 

    

衆
議
院
議
員
竹
谷
源
太
郞
君
提
出
小
笠
原
島
民
に
対
す
る
補
償
金
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を

送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
三
六
第
一
号 

昭
和
三
十
五
年
十
月
二
十
二
日 

衆

議

院

議

長 

淸 
瀨 

一 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

池 

田 

勇 

人 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
竹
谷
源
太
郞
君
提
出
小
笠
原
島
民
に
対
す
る
補
償
金
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答 

弁
書 

一
、
二
、
三
に
つ
い
て 

政
府
は
、
か
ね
て
小
笠
原
諸
島
旧
住
民
の
帰
島
と
、
旧
住
民
が
帰
島
を
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
つ
て
被
つ
て

い
る
損
害
の
補
償
と
に
つ
き
、
米
政
府
と
折
衝
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
情
勢
で
は
帰
島
は
著
し
く
困

難
で
あ
る
と
の
米
側
の
態
度
に
か
ん
が
み
、
関
係
者
の
意
向
を
も
徴
し
た
結
果
、
損
害
補
償
問
題
の
早
期
解
決

を
は
か
る
こ
と
と
し
、
再
三
折
衝
し
た
と
こ
ろ
、
昭
和
三
十
三
年
末
、
米
国
側
か
ら
六
百
万
ド
ル
を
支
払
う
こ

と
に
つ
き
日
米
両
政
府
間
の
原
則
的
了
解
が
成
立
し
た
。
よ
つ
て
こ
れ
に
基
づ
き
、
米
側
に
お
い
て
昭
和
三
十

四
年
の
第
八
十
六
議
会
第
一
会
期
に
前
記
六
百
万
ド
ル
の
支
払
権
限
を
求
め
る
法
案
が
提
出
さ
れ
、
同
法
案
は

同
年
八
月
二
十
四
日
上
院
を
、
翌
三
十
五
年
五
月
二
十
三
日
下
院
を
通
過
し
た
が
、
更
に
同
法
案
に
基
づ
く
支

出
法
案
が
本
年
八
月
二
十
四
日
に
上
下
両
院
で
可
決
さ
れ
た
の
で
、
漸
く
こ
こ
に
実
施
の
段
階
に
い
た
つ
た
次 



四
に
つ
い
て 

（
ハ
） 

一
括
払
に
よ
る
六
百
万
ド
ル
の
配
分
は
日
本
政
府
に
一
任
さ
れ
る
。 

（
ロ
） 

支
払
に
よ
つ
て
財
産
権
が
米
側
に
移
転
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

（
イ
） 

補
償
問
題
と
旧
住
民
に
よ
る
帰
島
要
望
と
は
別
個
の
問
題
で
あ
る
。 

政
府
は
、
昭
和
二
十
九
年
、
小
笠
原
諸
島
旧
住
民
の
全
世
帯
に
対
し
、
一
、
七
百
万
円
を
見
舞
金
と
し
て
支
給

し
た
ほ
か
、
将
来
米
側
か
ら
補
償
等
の
措
置
が
あ
つ
た
場
合
の
返
還
を
条
件
と
し
て
二
回
に
わ
た
り
計
一
億
四 

と
の
考
え
方
を
基
礎
と
し
て
話
合
い
を
進
め
て
き
て
お
り
、
米
側
も
こ
れ
に
異
存
を
示
し
て
い
な
い
。
な
お
本

件
に
関
す
る
日
米
間
の
交
換
公
文
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
目
下
具
体
的
折
衝
の
段
階
に
あ
り
、
関
係
者
の
希
望

意
見
も
十
分
考
慮
し
つ
つ
、
早
急
に
妥
結
を
は
か
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
次
第
で
あ
る
。 

第
で
あ
る
。 

政
府
は
、
こ
れ
ま
で
の
米
側
と
の
本
件
折
衝
に
お
い
て
は
、 

四 

 



五
に
つ
い
て 

小
笠
原
諸
島
の
施
政
権
返
還
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
、
機
会
あ
る
ご
と
に
、
直
接
米
政
府
首
脳
に
対
し
、
あ

る
い
は
外
交
経
路
を
通
じ
、
米
当
局
に
国
民
の
熱
烈
な
返
還
要
望
を
伝
え
、
米
側
の
配
慮
を
求
め
て
お
り
、
こ

れ
に
対
し
て
米
側
は
同
諸
島
に
対
す
る
日
本
の
潜
在
主
権
を
確
認
し
、
更
に
、
米
国
が
こ
れ
ら
地
域
を
保
持
す

る
の
は
極
東
に
お
い
て
現
在
の
よ
う
な
緊
張
し
た
事
態
が
継
続
し
て
い
る
間
に
限
ら
れ
る
と
の
態
度
を
示
し
て

い
る
。 

次
に
小
笠
原
へ
の
帰
島
問
題
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
、
施
政
権
返
還
の
根
本
問
題
と
は
切
り
離
し
、
旧
住
民

の
熱
望
の
早
期
実
現
を
促
進
す
る
と
の
方
針
を
も
つ
て
、
平
和
条
約
発
効
前
は
も
ち
ろ
ん
、
事
後
も
引
き
続
き 

千
万
円
を
支
給
し
た
。
米
側
と
の
六
百
万
ド
ル
支
払
い
に
関
す
る
折
衝
は
い
わ
ゆ
る
生
活
権
の
補
償
と
し
て
要

求
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
配
分
に
当
た
つ
て
は
土
地
所
有
者
以
外
の
旧
住
民
の
利
益
を
も
考
慮
さ
る

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

五 

 



米
側
に
対
し
折
衝
し
て
き
た
。
昭
和
三
十
年
十
二
月
に
は
、
小
笠
原
帰
郷
連
盟
の
提
出
に
か
か
る
帰
郷
要
請
者

名
簿
と
、
帰
島
実
施
計
画
を
添
え
て
、
米
国
政
府
に
対
し
帰
島
を
許
可
す
る
よ
う
交
渉
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
三

十
二
年
六
月
岸
前
総
理
、
同
年
九
月

山
前
外
相
の
訪
米
の
際
は
、
両
大
臣
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
米
首
脳
部
に
対
し

特
に
強
く
帰
島
実
現
に
つ
い
て
要
望
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
旧
住
民
の
帰
島
は
現
状
に
お
い
て
は
著
し
く
困
難

で
あ
る
と
し
、
た
だ
し
同
住
民
に
対
す
る
損
害
補
償
に
関
す
る
そ
れ
ま
で
の
日
本
政
府
の
要
請
に
つ
い
て
は
検

討
の
用
意
あ
る
旨
の
米
側
の
方
針
が
明
ら
か
と
な
つ
た
。 

よ
つ
て
政
府
は
、
旧
住
民
の
意
向
を
も
徴
し
慎
重
に
検
討
し
た
上
、
帰
島
要
望
と
は
切
り
離
し
、
損
害
補
償

問
題
の
早
期
解
決
を
は
か
る
こ
と
に
決
し
、
米
国
政
府
と
折
衝
を
行
な
つ
た
結
果
、
昭
和
三
十
三
年
末
六
百
万

ド
ル
支
払
い
の
基
本
的
了
解
に
達
し
た
次
第
で
あ
る
。 

今
回
の
六
百
万
ド
ル
の
支
払
と
は
別
個
に
政
府
と
し
て
は
引
き
続
き
外
交
経
路
を
通
じ
旧
住
民
の
帰
島
実
現

と
、
小
笠
原
の
施
政
権
返
還
と
の
た
め
の
努
力
を
し
て
お
り
、
今
後
と
も
こ
の
努
力
を
辛
抱
強
く
続
け
て
行
く 

六 

 



 

七 

決
意
で
あ
る
。 

六
に
つ
い
て 

米
側
支
払
金
の
配
分
に
つ
い
て
は
、
関
係
各
省
庁
の
職
員
を
も
つ
て
構
成
す
る
配
分
に
関
す
る
協
議
会
の
ご

と
き
も
の
を
設
け
、
旧
住
民
側
の
意
見
を
も
十
分
聴
取
し
て
慎
重
審
議
の
上
、
公
正
な
配
分
を
行
な
い
た
い
考

え
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




